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令
和
元
年
５
月

日
（
水
）
、
第

回
目
と
な

る
総
会
が
沼
木
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
、
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
平
成

年
度
の
事
業
報
告
、
会
計

報
告
の
承
認
、
新
年
度
の
事
業
計
画
案
及
び
予
算

案
の
承
認
を
得
ま
し
た
。

沼
木
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、
早

年
目
の
記
念
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
設
立
当
初
、

市
内
で
三
番
目
の
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
た
当
時
は
、
ふ
る
さ
と
未
来
づ
く
り
の
趣
旨
も

含
め
、
地
域
の
思
い
が
今
よ
り
も
強
か
っ
た
と
私

は
思
っ
て
い
ま
す
。

沼
木
地
域
の
思
い
を
ま
と
め
て
い
く
取
り
組
み

が
不
足
し
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
と
の
考
え
か

ら
、
で
き
る
限
り
情
報
を
共
有
で
き
る
よ
う
「
事

務
局
便
り
」
の
発
行
も
行
う
と
共
に
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
さ
れ
た
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活

用
も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に

年
目
の
節
目
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
行
動
を
ま
と
め
た
も
の
を
作
成
し
、

こ
れ
か
ら
の
活
動
に
活
か
す
こ
と
も
重
要
と
も
考

え
て
い
ま
す
。

今
回
、
新
し
く
役
員
に
な
ら
れ
た
方
々
の
協
力

も
得
な
が
ら
、
総
会
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
目
標

に
向
け
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
各
委
員
会
が
沼
木

の
た
め
力
を
尽
く
し
、
沼
木
全
体
が
盛
り
上
が
る

よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

安
全
・
安
心
委
員
会
は
、
防
災
意
識
の
向
上
の

取
り
組
み
と
し
て
、
令
和
元
年

月

日
（
土
）

第

回
防
災
訓
練
を
開
催
す
る
他
、
例
年
通
り
沼

木
ま
つ
り
で
も
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

引
き
続
き
あ
い
さ
つ
運
動
を
推
進
し
、
年
末
に
は

啓
発
カ
レ
ン
ダ
ー
も
作
成
す
る
予
定
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
委
員
会
は
、
沼
木
の
絆
を
深
め
る
た

め
、
令
和
元
年

月

日
（
土
）
第

回
上
野

小
学
校
地
域
交
流
運
動
会
、
同
年

月

日

（
日
）
第

回
沼
木
ま
つ
り
、
令
和

年

月

日
（
土
）
第

回
沼
木
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
と

い
う
沼
木
の
三
大
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
に
取

り
組
み
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
沼
木
地
区
の
発
展
に
つ
な
が
る

事
業
が
必
要
な
場
合
は
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

沼
木
ブ
ラ
ン
ド
委
員
会
は
、
委
員
会
と
し
て
の

在
り
方
を
再
検
討
し
な
が
ら
、
横
輪
桜
の
染
め
物

の
商
品
開
発
と
販
売
強
化
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
地

図
）
の
制
作
、
沼
木
の
ブ
ラ
ン
ド
品
の
発
掘
に
取

り
組
み
ま
す
。

沼
木
バ
ス
委
員
会
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
繋
ぐ
バ
ス
の
安
全
な
運
営
は
勿
論
、

月
に
意

見
聴
取
会
を
実
施
し
ま
す
。
バ
ス
の
運
転
手
を
対

象
に
安
全
運
転
講
習
会
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
を
行
う

他
、
沼
木
ま
つ
り
で
も
臨
時
便
を
運
航
す
る
予
定

で
す
。

広
報
委
員
会
は
、
沼
木
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

活
動
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
機
関
紙
「
沼
木
ふ
る
さ

と
便
」
を
発
行
す
る
他
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
き
ら
り
沼
木
人
」
の
運
用
と
改
善
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

活
用
し
た
広
報
活
動
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
協
議

会
イ
ベ
ン
ト
の
記
録
や
意
見
聴
取
へ
の
協
力
も
引

き
続
き
行
い
ま
す
。

企
画
運
営
会
議
は
、
企
画
運
営
会
議
内
に
地
域

福
祉
会
議
を
設
立
す
る
他
、
沼
木
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
の
活
動
拠
点
と
し
て
市
の
施
設
を
活
用
す
る

こ
と
や
、
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
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赤
井
神
社
３
２
０
年
の
歴
史
と
文
化
を
次
世

代
に
伝
え
る
た
め
、
4
月
6
日
夕
刻
よ
り
遷
座

式
（
赤
井
大
神
に
新
社
殿
に
お
遷
り
い
た
だ
く

儀
式
）
と
、
翌
7

日
に
は
奉
祝
祭
（
お
披
露

目
）
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

明
治
39
年
の
神
社
勅
命
合
祀
に
よ
り
、
円

座
・
神
薗
・
上
野
の
村
の
鎮
守
の
神
様
が
赤
井

神
社
に
合
祀
さ
れ
八
柱
神
社
と
な
っ
た
後
、
明

治
45
年
2
月
25
日
横
輪
・
矢
持
を
合
祀
し
た
熊

野
神
社
と
共
に
沼
木
神
社
に
合
祀
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
沼
木
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
後

も
、
県
内
外
よ
り
赤
井
神
社
に
参
詣
が
絶
え

ず
、
昭
和
6
年
沼
木
神
社
よ
り
分
祀
、
翌
7
年

に
独
立
し
現
在
に
至
り
ま
す
。

奉
祝
祭
当
日
は
、
自
治
会
主
催
の
奉
祝
祭
式

典
と
餅
ま
き
が
行
わ
れ
、
山
頂
で
は
２
０
１
５

年
よ
り
上
野
小
学
校
児
童
か
ら
の
要
望
が
あ
り

進
め
ら
れ
て
い
る
赤
井
山
麓
公
園
の
整
備
を

行
っ
て
い
る
「
奉
赤
の
会
」
に
よ
る
ぜ
ん
ざ
い

と
豚
汁
の
お
振
る
舞
い
が
あ
り
ま
し
た
。 

素
晴
ら
し
い
天

候
の
中
、
真
新
し

い
新
社
殿
に
歓
声

が
上
が
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
を
含

む
多
く
の
参
列
者

が
、
美
味
し
い
ぜ

ん
ざ
い
と
豚
汁
に

舌
鼓
を
打
ち
、
そ

の
後
、
み
ん
な
で

伊
勢
の
隠
れ
た
ス

ポ
ッ
ト
散
策
路
を

歩
き
平
成
最
後
の

奉
祝
祭
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た

上
野
奉
赤
の
会

会
長

上
之
郷

宏
也

横
輪
桜
ま
つ
り
２
０
１
９
に
て 

 

 

皇
學
館
大
學
学
生
と
の
コ
ラ
ボ
‼ 

去
る
３
月

日
（
土
）
か
ら
４
月

日

（
日
）
ま
で
平
成
最
後
と
な
る
「
横
輪
桜
ま

つ
り
２
０
１
９
」
が
、
郷
の
恵
「
風
輪
」
及

び
横
輪
公
民
館
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
ス
テ
ー
ジ
で

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
４
月
６
日
（
土
）

と
７
日
（
日
）
は
丁
度
花
も
見
ご
ろ
と
な
り

町
全
体
が
横
輪
桜
色
に
染
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
皇
學
館
大
學
の
学
生
さ
ん

と
の
連
携
も
図
ら
れ
ま
し
た
。
横
輪
い
も
を

使
用
し
た
お
菓
子
の
製
作
・
販
売
。
横
輪
町

の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
公
式
ペ
ー
ジ
の
作
成
及

び
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
の
制
作
。
投
稿

も
地
元
の
担
当
者
と
連
携
し
て
行
う
な
ど
、

多
岐
に
渡
っ
て
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
大
変

有
意
義
な
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

若
い
学
生
さ
ん
の
視
点
は
新
し
く
、
地
域

も
勉
強
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
多
く
の
発
見

や
気
づ
き
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
、
更
な
る
連
携
が
図
ら
れ
る
と
い
い

な
と
感
じ
た
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

矢
持
町
久
昌
寺
の
花
ま
つ
り

平
成
最
後
と
な
る
花
ま
つ
り
が
、
平
成
31

年
４
月
８
日
（
月
）
に
矢
持
町
に
あ
る
久
昌

寺
で
華
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

お
釈
迦
様
の
誕
生
日
を
祝
う
ま
つ
り
は
、

古
よ
り
地
域
の
方
々
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
様
子
を
み
ど
り
保
育
園
の

園
児
た
ち
も
見
学
・
参
加
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

地
域
の
伝
統
文
化
に
触
れ
る
貴
重
な
機
会

と
な
り
ま
し
た



令
和
元
年

月

日
（
土
）
午
前

時
～

時

ま
で
、
伊
勢
市
立
上
野
小
学
校
の
体
育
館
に
て
第

回

防
災
訓
練
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は

「
共
に
助
け
合
い
防
災
に
強
い
地
域
へ
」
と
い
う
こ
と

で
、
第

部
で
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
第

部
で
は
伊
勢
市
役
所
危
機
管
理
課
よ
り
講
師
の
先
生
を

招
き
防
災
に
つ
い
て
の
講
習
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。当

日
は
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
、
上
野
小
学
校
児
童

と
保
護
者
の
皆
さ
ん
合
わ
せ
て
二
百
名
を
超
え
る
参
加

が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
方
に
住
民
同
士
の
支
え
合
い
・

助
け
合
い
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
沼
木
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

安
全
・
安

心
委
員
会
で
は
、
「
防
災
意
識
の
向
上
」
「
あ
い
さ
つ

運
動
の
推
進
」
「
啓
発
カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
成
」
を
通
じ

て
、
沼
木
に
住
む
皆
さ
ん
と
共
に
、
よ
り
安
全
で
安
心

に
暮
ら
せ
る
地
域
に
な
る
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

去
る
５
月

日
（
日
）
に
沼
木
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
、
令
和
元
年
度

沼
木
バ
ス
委
員
会
の

安
全
運
転
研
修
会
が
沼
木
バ
ス
の
運
転
手
全
員
を
含
む

人
の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
習
会
の
講
師
は
三
重
県
警
察
か
ら
伊
勢
市
に
派
遣

さ
れ
て
い
る
交
通
政
策
課
の
福
富
主
幹
。
内
容
と
し
て

は
歩
行
者
、
自
転
車
、
バ
イ
ク
と
の
考
え
ら
れ
る
事
故

の
原
因
と
注
意
の
仕
方
な
ど
。
ま
た
、
沼
木
バ
ス
の
運

行
ル
ー
ト
と
警
察
署
の

事
故
発
生
箇
所
の
資
料

を
参
考
に
し
た
意
見
交

換
も
行
い
ま
し
た
。

普
段
か
ら
安
全
運
行

を
励
行
し
て
い
る
運
転

手
で
す
が
、
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
る
講
習
会

で
、
改
め
て
事
故
を
無

く
す
意
識
が
高
ま
っ
た

と
思
い
ま
す
。

ブ
ラ
ン
ド
委
員
会
で
は
、
「
横
輪
桜
染
物
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
ま
す
。
今
後
は
、

月
末
に
横
輪
桜
の
葉
の
採
集
、

月
末
に
染
色
作

業
、

月

日
の
沼
木
ま
つ
り
で
販
売
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

関
心
の
あ
る
方
は
、
是
非
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
ご

連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
保
護
者
同
伴
で
子
供
た

ち
も
参
加
で
き
ま
す
。
縫
製
の
で
き
る
方
も
募
集
し
て

い
ま
す
。

沼
木
地
区
外
に
お
住
ま
い
の
方
も

で
す
。
知
り
合

い
の
方
を
誘
っ
て
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

沼木まちづくり協議会広報第46号 令和元年7月1日発行 

新しくなった沼木まちづくり協議会公式ＨＰ「きらり沼木人」も見てね！ 

沼木まちづくり協議会広報第46号 令和元年7月1日発行 

新しくなった沼木まちづくり協議会公式ＨＰ「きらり沼木人」も見てね！ 

(平成３０年４月１日 ～ 平成３１年３月３１日）

１．収入の部 単位：円

予 算 科 目 予 算 額 収入済額

１ 市補助金

事務運営費

活動事業費

２ 雑収入

３ 繰越金

４ 活動事業基金

市補助金分

自主財源分

収入の部 計

２．支出の部

予 算 科 目 予 算 額 支出済額

事務運営費

人件費

会議費

通信運搬費

消耗品費

備品購入費

使用料及び賃借料費

事務所運営費

工事費

雑費

活動事業費

イベント事業

沼木ブランド事業

沼木バス事業

安全・安心事業

広報費

雑費

支出の部 計
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去
る
４
月
４
日
（
木
）
に
伊
勢
市
役
所
の
市
長
応
接

室
に
お
い
て
、
青
木
会
長
、
川
端
副
会
長
、
廣
事
務
局

長
及
び
谷
崎
広
報
委
員
長
の
４
名
が
出
席
し
て
、
鈴
木

健
一
伊
勢
市
長
に
「
沼
木
地
域
に
存
在
す
る
市
施
設
の

利
活
用
に
関
す
る
要
望
書
」
を
提
出
し
て
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
市
の
関
係
す
る
部
課
長
も
同
席
し
て
い
た

だ
い
て
市
長
に
手
渡
し
た
要
望
書
が
担
当
部
長
に
引
き

継
が
れ
ま
し
た
。

要
望
書
の
内
容
は
、
沼
木
地
域
に
存
在
す
る
市
の
施

設
に
つ
い
て
、
短
期
的
に
は
沼
木
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
備
品
の
保
管
庫
と
し
て
、
長
期
的
に
は
、
本
年
度
、

企
画
運
営
会
議
内
に
設
置
さ
れ
た
地
域
福
祉
会
議
で
検

討
を
進
め
る
福
祉
サ
ロ
ン
な
ど
の
事
業
を
行
う
た
め
の

活
動
拠
点
と
し
て
旧
沼
木
中
学
校
校
舎
な
ど
の
利
活
用

を
要
望
し
た
も
の
で
す
。

市
も
早
速
対
応
を
い
た
だ
き
、
現
在
、
旧
上
野
小
学

校
の
特
別
教
室
を
備
品
の
保
管
庫
と
し
て
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
自
分
た
ち
の
や
り
た
い
こ
と
で
「
地
域

で
で
き
る
こ
と
は
地
域
で
」
の
理
念
の
も
と
、
積
極
的

な
行
動
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

５
月

日
（
水
）
に
沼
木
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
市
長
と
の
地
域
懇
談
会
（
２
０
１
９
年
度
）
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
ご
要
望
〉

上
野
町
の
赤
井
山
山
頂
に
あ
る
方
位
盤
の
文
字
が
読

め
な
い
の
で
、
伊
勢
市
で
対
応
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

〈
回
答
〉

担
当
に
確
認
し
、
対
応
し
ま
す
。

〈
ご
要
望
〉

浸
水
被
害
が
多
く
、
特
に
子
供
た
ち
の
通
学
路
が
心

配
。
神
薗
工
業
団
地
に
関
す
る
市
道
は
、
安
心
・
安
全

に
整
備
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

〈
回
答
〉

神
薗
の
防
災
道
路
の
計
画
は
、
何
と
か
来
年
度
中
に

は
完
成
で
き
る
よ
う
進
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

〈
ご
要
望
〉

こ
の
地
域
も
４
割
く
ら
い
人
口
が
減
少
し
、
拠
点
づ

く
り
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
市
長
の
見
解
と
、
我
々

が
ど
う
す
べ
き
か
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

〈
回
答
〉

拠
点
づ
く
り
は
、
ま
ず
は
地
域
力
が
重
要
。
地
域
主

導
で
行
政
が
後
押
し
す
る
事
が
大
事
で
、
我
々
も
一
緒

の
土
俵
に
乗
れ
れ
ば
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

〈
ご
要
望
〉

林
道
（
市
道
）
が
、
場
所
に
よ
っ
て
雨
が
降
る
と
す

ご
く
土
砂
が
流
れ
て
き
ま
す
。
地
元
の
出
合
い
で
の
対

応
の
他
、
維
持
課
が
年
に
２
～
３
回
、
回
っ
て
も
ら
う

と
助
か
り
ま
す
。

〈
回
答
〉

努
力
し
ま
す
。

〈
ご
意
見
〉

自
治
会
と
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
の
関
係
が
、
役
員

の
考
え
方
も
含
め
、
方
向
性
が
ず
れ
か
け
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。

〈
回
答
〉

自
治
会
で
や
っ
て
い
く
こ
と
と
、
少
し
大
き
め
の
規

模
で
防
災
や
防
犯
の
活
動
を
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
の

が
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
。
役
員
も
、
地
域
で
相
談
し
な

が
ら
構
成
員
を
考
え
て
も
ら
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。

〈
ご
意
見
〉

４
月

日
に
沼
木
地
域
に
存
在
す
る
市
施
設
の
利
活

用
に
関
す
る
要
望
書
を
市
長
へ
提
出
さ
せ
て
い
た
だ
き

早
速
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
備
品
の
保
管
場
所
と
し

て
、
幼
稚
園
跡
の
活
用
を
対
応
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〈
ご
意
見
〉

市
の
職
員
が
地
元
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
活
躍

し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
取
れ
る
よ
う
に
構
築
し
て
も

ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

役職名 氏 名 ふ り が な 自  治  会  名 特 記 事 項

会   長 青木   惇美 あおき  あつみ 上野町

副会長 川端   信行 かわばた のぶゆき サンパークタウン

副会長 上田 和夫 うえだ かずお 横輪町 沼木地区連絡協議会々長

会   計 辻 憲一 つじ けんいち 円座町

理   事 辻 久遠（宏美） つじ ひさと（ひろみ） いせ上野台 自治会長

理   事 中島 一雄 なかじま かずお 上野町 自治会長

理   事 角谷 和宏 かどや かずひろ 円座町 自治会長

理   事 尾形 博 おがた ひろし 昭和苑 自治会長

理   事 木場本 清美 きばもと きよみ 神薗町 区長

理   事 岡山 安生 おかやま やすお サンパークタウン 自治会長

理   事 岡 豊太郎 おか とよたろう 矢持町 自治会長

理   事 一志   勇次 いちし ゆうじ いせ上野台

理   事 谷崎   朝美 たにざき あさみ いせ上野台

理   事 立花 和也 たちばな かずや いせ上野台

理   事 奥山   宗司 おくやま そうじ 上野町

理   事 小林   初美 こばやし はつみ 円座町

理   事 倉世古 久美子 くらせこ くみこ みどり保育園 園長

理   事 坂本 勝 さかもと まさる 神薗町

監   事 世古 守 せこ まもる 昭和苑

監   事 水戸 悠葵 みと ゆうき 円座町 上野小学校 会長



沼木まちづくり協議会広報第46号 令和元年7月1日発行 

新しくなった沼木まちづくり協議会公式ＨＰ「きらり沼木人」も見てね！ 

平
成
31
年
３
月
16
日
（
土
）
9
時
、
横
輪
町
に
あ

る
郷
の
恵
「
風
輪
」
に
、
大
人
か
ら
小
さ
な
お
子
様
ま

で
、
ス
タ
ッ
フ
も
含
め
て
総
勢
２
２
６
名
が
、
沼
木
ふ

れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
に
参
加
す
る
た
め
集
ま
っ
て
く
れ
ま

し
た
。 

第
８
回
目
の
ル
ー
ト
は
、
横
輪
町
の
風
輪
を
ス
タ
ー

ト
し
、
矢
持
町
菖
蒲
に
あ
る
久
昌
寺
を
目
指
す
往
復
約

６
キ
ロ
の
コ
ー
ス
で
す
。
17
名
の
幼
児
も
、
乳
母
車

に
頼
ら
ず
自
分
の
足
で
元
気
良
く
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

し
た
。 

今
回
は
県
道
を
歩
く
コ
ー
ス
の
た
め
、
道
路
使
用
許

可
を
取
り
道
路
脇
に
は
、
コ
ー
ス
誘
導
の
た
め
、
真
新

し
い
沼
木
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
の
ぼ
り
が
２
０
本
ほ

ど
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
今
回
も
伊
勢
警
察

署
宮
本
駐
在
署
員
さ
ん
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、
し
っ
か

り
と
安
全
確
保
に
努
め
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
の
時
点
で
は
、
雨
雲
が
空
を
覆
い
、
雨
粒

が
一
粒
二
粒
落
ち
、
天
候
不
安
が
頭
を
よ
ぎ
り
ま
し
た

が
、
時
間
の
経
過
に
伴
い
天
候
も
回
復
、
皆
さ
ん
の
日

頃
の
行
い
の
良
さ
が
好
天
を
引
き
寄
せ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？ 

矢
持
町
下
村
に
入
る
と
、
大
木
を
発
見
。
伊
勢
市
の

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
お
が
た
ま
の
木
」 

で
す
。
黒
瀬
沼
木
支
所
長
が
し
っ
か
り
と
案
内
を
し
て

く
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
木
は
、
日
本
神
話
に
も
登
場

し
、
古
来
よ
り
神
聖
な
る
樹
木
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
お

り
、
日
本
で
は
こ
こ
、
矢
持
町
が
最
北
端
で
自
生
す
る

樹
木
な
の
だ
そ
う
で
す
。

 

菖
蒲
ま
で
歩
く
と
、
「
春
が
来
た
～
♪
春
が
来
た
」

と
カ
メ
ユ
キ
さ
ん
の
心
地
よ
い
歌
声
が
、
山
々
を
木
霊

し
て
響
い
て
い
ま
す
。
ほ
ど
な
く
、
中
瀬
誠
一
さ
ん
に

よ
る
「
平
家
の
里
落
人
伝
説
」
が
久
昌
寺
の
境
内
か
ら

琵
琶
の
音
色
に
乗
せ
て
始
ま
り
ま
す
。
壇
の
浦
の
合
戦

か
ら
落
ち
延
び
た
平
家
の
子
孫
が
建
立
し
た
久
昌
寺
に

祀
ら
れ
る
、
平
知
盛
卿
の
お
話
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

久
昌
寺
の
近
く
に
は
、
囲
炉
裏
の
あ
る
生
活
を
お
く

る
中
瀬
三
津
男
邸
が
見
え
て
き
ま
す
。
炭
火
で
暖
を
と

る
粋
な
暮
ら
し
に
憧
れ
る
人
も
多
く
、
家
の
中
を
拝
見

し
て
ほ
っ
と
一
息
。
暖
か
く
心
地
よ
い
空
間
に
、

ず
ー
っ
と
座
っ
て
い
た
い
気
分
に
な
り
ま
し
た
。 

 

ゴ
ー
ル
の
み
ど
り
保
育
園
で
は
、
沼
木
地
区
の
児

童
・
民
生
委
員
の
皆
さ
ん
が
朝
か
ら
真
心
を
込
め
て

作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
温
か
い
豚
汁
と
ぜ
ん
ざ
い
、
そ
し

て
コ
ー
ヒ
ー
と
お
茶
が
待
っ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
瞬
間
が
一
番
楽
し
み
で
！
と
い
う
参
加
者
も
多
く
、

ふ
る
ま
い
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
い
つ
も
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
と
っ
て
も
お
い
し

か
っ
た
で
す
。
改
め
て
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
お
気
づ
き
で
し
た
か
？
み
ど
り

保
育
園
の
２
階
に
は
、
か
つ
て
矢
持
小
学
校
や
沼
木
中

学
校
分
校
時
代
に
使
用
し
て
い
た
懐
か
し
い
ピ
ア
ノ

や
、
授
業
で
使
用
し
た
備
品
が
大
切
に
保
管
さ
れ
て
お

り
、
当
日
も
博
物
館
と
し
て
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

当
時
を
偲
ぶ
方
に
と
っ
て
は
、
と
て
も
懐
か
し
い
も
の

ば
か
り
で
小
学
生
の
頃
を
思
い
出
し
感
動
す
る
方
も
多

く
見
え
ま
し
た
。

美
味
し
い
お
弁
当
を
い
た
だ
い
た
後
は
、
横
輪
桜
普

及
活
動
に
貢
献
す
る
た
め
、
青
木
会
長
と
全
員
で
じ
ゃ

ん
け
ん
大
会
。
勝
っ
た
５
名
の
方
に
大
き
な
苗
木
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。 

帰
り
は
自
分
の
ペ
ー
ス
で
、
横
輪
町
風
輪
ま
で
歩
き

今
年
の
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

来
年
は
、
ど
ん
な
コ
ー
ス
が
待
っ
て
い
る
の
や
ら
。

今
か
ら
楽
し
み
で
す
ね
！ 
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『第8回沼木ふれあいウォーク』の
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